
11自宅での介護者の有無   

夜間・日中の両方またはいずれかで介護者がいない者の割合は全体では73．8％、医療療養病床では71．2％、介   
護療養病床では78．5％であった。  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

医療療養病床  

介護療養病床  

口日中、夜間とも介護ができる人がいないr  ロ日中、夜間とも介護できる人がいる  田日中のみ、介護ができる人がいる   ロ夜間のみ、介護ができる人がいる  

□その他  口不明  口無回答等  

日中、夜間とも介  
合計   日中、夜間とも介 がい  日中のみ、介護が がい  夜間のみ、介護が で人がい   護ができる人がい  

護できる人る   できる人る   きるる    ない   
不明   無回答等   

全体   98，287人   11，648人   957人   15，693人   55833人   5、719人   7．908人   529人  

100．0？ら   11．的   1．0％   16．0％   56．鍋   5。8％   80？b   0．5？′り   

医療療養病床   63，108人   8，131人   648人   10，015人   34，273人   4．007人   5，667人   367人  

100．0サ♭   12．9％   1．0％   15．9％   54．3り0   6．3？匂   9．0？′b   0．6り′b   

介護療養病床   34，806人   3，475人   307人   5．640人   21．378人   1684人   2．213人   109人  

100．0サb   10．0％   0．9％   16．2？′も   61．4％   4．8％   6．4％   0，3？′ら  



12 特別養護老人ホームの申し込みの有無   
全体では78．6％、医療療養病床では80．2％、介護療養病床では76．0％が特別養護老人ホーム   
ヘの申し込みをしていなかった。  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％  

医療療養病床  

合計   なし   あり   不明  無回答等  

全体   98，287人   77，282人   11．588人   9，030人   387人  

100．0％   78．6％   11．8％   9．2％   0．4％   

医療療養病床   63，108人   50，594人   6，430人   5，822人   262人  

100．0％   80．2％   10．2％   9．2％   0．4％   

介護療養病床   34，806人   26，438人  5，124人   3，1了1人   73人  

100．0％   76．0％   14．7％   9．1％   0．2％  l  ，   

」血－、し．‥｝しL  



13 介護老人保健施設の申し込みの有無   

全体では83．2％、医療療養病床では82．4％、介護療養病床では84．8％が介護老人保健施設への申   
し込みをしていなかった。  

本 

療療養病床  

隻療養病床 

合計   なし   あり   不明   無回答等   

全体   98，287人   81，731人   7，434人   8．619人   503人  

100．0％   83．2％   7．6％   8．8％   0．5％   

医療療養病床   63．108人   51，975人   5．219人   5，546人   368人  

100．0％   82．4％   8．3％   8．8％   0．6％   

介護療養病床   34．806人   29，501人   2，192人   3．032人   81人  

100．0％   84．8％   6．3％   8．7％   0．2％  



14 所得状況（医療療養病床）  

低所得（低所得Ⅰ①②、低所得Ⅱ）を合わせると27．9％となった。  

合計   低所得Ⅰ（D   低所得Ⅰ②   低所得Ⅱ   その他   不明   無回答等   

医療療養病床   63，108人   3．536人   6，435人   7．651人   40，263人   4，566人   657人  

100．0％   5．6％   10．2％   12．1％   63．8％   7．2％   1．0％   

†   



15 所得状況（介護療養病床）  

低所得（利用者負担第1段階、第2段階、第3段階）を合わせると47．1％となった。  

介護療養病床  

合計   
利用者負担第1   

その他   
段階   段階   段階  

不明   無回答等   

介護療養病床   34，806人   2，360人   10，311人   3，715人   1了，412人   614人   394人  

100．0％   6．8％   29．6％   10．了％   50．0％   1．8％   1．1％  



16 医療処置  

【10％を超える患者に行われていた医療処置】全体では経菅栄養（28．2％ト喀療吸引（22．3％）、医療療養病床では経菅栄養  
（27・2％）・喀療吸引（24・2％ト点滴（11．6％）・膀胱カテーテル（10．3％）、介護療養病床では経菅栄養（30．1％）・喀療吸引（18．7％）で   
あった。 1人あたりの平均処置数は、全休では1．3、医療療養病床では1．4、介護療養病床では1．1であった。（※各医療処置につい   

て、合計人数でそれぞれ割ったもの）  

－
A
の
－
 
 

モニター  

測定（心  膀胱力  
祷瘡処置  

合計   嗜癖吸引  経菅栄兼    拍、血 圧 （Ⅲ度以  その他  無回答等   
、酸素  上）   

飽和度）   

全体   98．287人  21，878人  27，741人  4．914人  7，521人  4，688人  660人  9．116人  9，688人  4，672人  2．538人  1，917人  30，651人  28，180人  

100．0％  22．3％  28．2％  5．0％   7．7％   4．8％   0．7％   9．3％   9．9％   4．8％   2．6％   2．0％  31．2％  28．7％   

医療療養病床  63，108人  15，300人  17，186人  3．810人  5．811人  3．988人  440人  6，491人  7．343人  3．671人  1，910人  1，880人  20，694人  15．942人  

100．0％  24．2％  27．2％  6．0％   9．2％   6．3％   0．7％  10．3％  11．6％  5．8％   3．0％   3．0％  32．8％  25．3％   

介護療養病床  34．806人  6．524人  10，482人  1，090人  1，689人  692人  220人  2，605人  2，318人  990人  612人   35人  9，889人  12，060人  

100．0％  18．7％  30．1％  3．1％   4．9％   2．0％   0．6％   7．5％   6．7％   2．8％   1．8％   0．1％  28．4％  34．6％  

※平均  
処置数   

ーー れJ㌧  －－∵∴こ＿        、一■【二 t                  －」  



医療区分別・全体  16 医療処置   

【10％を超える者に行われていた医療処置】全体では経菅栄養（28．2％）・喀疲吸引（22．3％）、医療区分1では経菅栄養（17．9％）、医療区分2では経菅栄養（33．8％）・喀  
療吸引（30．2％）・膜胱カテーテル（10．6％）、医療区分3では喀痍吸引（53．2％）・酸素療法（45．5％）・経菅栄養（43．7％）・点滴（35．5％）・膀胱カテーテル（22．8％）・モニター測  
定（心拍、血圧、酸素飽和度）（22．7％）・気管切開（17．3％）であった。1人あたりの平均処置数は、全体では1．3、医療区分1では0．8、医療区分2では1．5、医療区分3で  
は2．8であった。（※各医療処置について、合計人数でそれぞれ割ったもの）  

－
A
↓
－
 
 

（複数回答）  

医療処置  

合計       喀痍吸引 経菅栄養 モニター測 酸素療法 気管切開人工肛門膀胱力  点滴  褐瘡処置 療病管理  透析  その他  無回答           テ‾テル （以   

全休  98，287人  21，878人 27．741人 4，914人 7．521人 4．688人  660人 9．116人 9．688人 4，672人 2，538人 1．917人 30．651人 28，180人  

100．0％   22．3％  28．2％  5．0％  7．7％  4．8％  0．7％  9．3％  9．9％  4．8％  2．6％  2．0％  31．2％  28．7％   

医療区分1  35，739人  2，971人  6．403人  6了9人  631人  82人  233人 1．803人 1，850人  278人  951人  20人12．081人14．571人  

100．0％   8．3％   17．9％   1．9％   1．鍋   0．2％   0．7％ 5．0％   5．2％   0．8％   2．7％   0．1％  33．8％  40．8％  

医療区分2  
医  100．0％   30．2％  33．8％  4．0％  3．8％  了．6％  0．7％ 10．6％  9．0％  8．6％  2．9％  5．4％  31．7％  19．7％   

医療区分3  9．926人  5．278人  4，342人 2．258人 4，516人 1，了18人  78人 2，259人 3．524人  917人  236人  75人 2，231人  509人   

区  100．0％   53．2％  43．7％  22．7％   45．5％  17．3％  0．8％ 22．椚■  35．5％  9．2％  2．4％  0．8％  22．5％   5．1％   

未実施  17．836人  3．280人  5，304人  610人  958人  356人 117人 1．412人 1．223人  548人  340人  20人 5．492人 5，896人  
100．0％   18．4％   29．7％   3．4％   5．4％   2．0％  0．珊   7．9％   6．9％   声‥1埠   し卑埠   0．1％  30．8％  33て1鱒  

無回奮専  1，556人   304人   444人   的人 13由人  16人 10人110人   91人   55人   32人   2人  308人  642人  
100．0％   19．5％   28．5％   3．1％   8．9％   1．0％   0．6％  7．1％   5．8％   3．5％   2．1％   0．1％ 19．8％  41．3％  



16 医療処置  医療区分別■医療療養病床  
【10％を超える者に行われていた医療処置】全体では経菅栄養（27．2％）・喀痍吸引（24．2％）・点滴（11．6％）・膜胱カテーテル（10．3％）、医療区分1では経菅栄養  
（14・6％）、医療区分2では経菅栄養（32・3％）・喀痍吸引（29・0％）・膀胱カテーテル（10・4％）、医療区分3では喀痍吸引（53．3％）傾素療法（46．3％）・経菅栄養（43．6％）・点滴  

（35・5％）・膀胱カテーテル（23・0％）・モニター測定（心拍、血圧、酸素飽和度）（22．8％）・気管切開（17．9％）であった。1人あたりの平均処置数は、全体では1．4、医療区分1  
では0・8、医療区分2では1．5、医療区分3では2．8であった。（※各医療処置について、合計人数でそれぞれ割ったもの）  

医療療農病床  

（数回答  
医療処置  

嗜癖吸引経菅栄養モニター瀾酸素療法気管切開人工肛門膀胱力 点滴祷瘡処置療病管理透析  
合計  ナテル  （以   

全体  63，108人  15，300人 17，186人 3，810人 5．811人 3．988人  440人 6，491人 7．343人 3，671人 1．910人 1．880人  て 206g4人15942人  

100．0％   27・2％   6．0％   9．2％   6．3％ 24・2％        ≦  0．7％；10．3％ 11．6％  5．8％  3．0％  3．0％  32．8％  25．3％   
医療区分1   23，592人  1，667人  3，447人  496人  392人  57人 160人1．219人 1，344人 189人  761人   19人  615人 9，503人  

100．0％   7・1％   14．6％   2．1％   1．7％  0．2％   0．了％  5．2％   5．7％  0．鍋   3．2％   6．5％  40．3％  
医療区分之                             29，775人  8，630人 9，616人1．181人1．109人 2．262人205人 3，110人 2，654人 2．由9人  908人  757人 5．857人  

医  100．0％   291P％   亭軍． ヰ．叩   3．7％   7．6％  0．7％ 10．4％   8．9％   8．7％   3．0％   32．8％  19．7％   

直療区分台  9．255人  4，犯5人 4，035人 2．114人 4．285人 1，658人  了3人 2，129人 3，287人  知人 435人   
区   100．0％   5芦二声％  43．6％  22．8％  46．3％ 17．9％  0．8％二  23．0％  35，5％  9．3％  2．5％  22．9％   4．7％   
東夷鹿                                分  408人   44人  58人  14人  1d人  8人 2人   2白人   帝人  1白人  14人   8ラ人  揉扶  

100．0％   10．8％   14．箪  3．4％  3．9％  2．0％  0．5％ 6．4％ 11．5％  3．2％  3．4％   45．8％  30．1％  

無由善等  78人   24人  30人  5人  9人  3人 0人 ラ人  1一人  5人  d人   15人  24人  

100．0％   30．8％   38．5％   6．4％ 11．5％   3．8％ 0．0％ 9．0％ 14．1％   6．4％   0．0％  2．6％  9．2％  30．8％   

ム′モ■ ・ニー・モーd仁一間ー－－十 「 ごニー叩－－－・【，－－－一土巴′▲－．－一 一一：・＝ご一∵【一一二一ナニ†・て一・へ－一し 、人 ト ー  ー＝ヒ■▲．－・．こニーーーナニ＝∴て丁‥・L－－－・′   



16医療処置l医療区分別・介護療養病床l  
lO％を超える者に行われていた医療処置は、全体では経菅栄養（30．1％）・喀痍吸引（18．7％）、医療区分1では経菅栄養（24．5％）・喀疲吸引（10．8％）、医療区分2では  
経菅栄養（47．8％）・喀痍吸引（41．4％）・膜胱カテーテル（12．3％）・点滴（10．2％）、医療区分3では喀痍吸引（51．9％）・経菅栄養（46．2％）■点滴（35．5％）・酸素療法（33．7％）・  
モニター測定（心拍、血圧、酸素飽和度）（21．8％）・膜胱カテーテル（20．1％）であった。1人あたりの平均処置数は、全体では1．1、医療区分1では0．8、医療区分2では  
1．6、医療区分3では2．4であった。（※各医療処置について、合計人数でそれぞれ割ったもの）  

介護療養病床  
（複数回答）  

医療処置  

合計       喀痍吸引経菅栄養 モニター測酸素療法：気管切開 人工肛門 膀胱力  点滴  祷瘡処置 痔痛管理  透析  その他  無回答          テ‾テル （以   

全体  34．806人  6．524人10，482人 1．090人 1，689人  692人  220人 2，605人 2，318人  990人  612人   35人 9，889人12．060人  
100．0％  18．7％ 30．1％  3．1％  4．9％   2．0％  0．6％  7．5％  6．7％  2．8％   1．8％  0．1％  28．4％  34．6％   

医療区分1  25人  73人  582人  498人  89人  186人  1人 3，442人 5，003人  

100．0％  10．8％  24．5％   1．5％   2．0％   0．2％   0．6％   4．8％   4．1％   0．7％   1．5％   0．0％  28．6％  41．6％  

医療区分2  3．343人  1．385人 1，598人 131人 167人  251人   17人  411人  340人  269人  65人   17人  754人  672人  

医  100．0％  41．4％  47．8％  3．9％  5．0％  7．5％   0．5％  12．3％  10．2％   8．0％   1．9％   0．5％  22．6％  20．1％   

医療区分3  643人  334人 297人 140人  217人   55人   5人 129人  228人   52人  6人   1人 106人  73人   
区  100．0％  51．9％ 46．2％  21．8％  33．7％   8．6％  0．8％  20．1％  35．5％  8．1％  0．9％  0．2％  16．5％  11．4％   

未実施  17，389人  3，231人： 5．239人  595人  942人 348人  115人 1，383人 1，175人  532人  323人   16人 5，29了人 5，758人  

10f）．q％  18．寧％ 3p．1％   3．4％   5‥咄∴1．0％  p．7％   8．P％   6，8％   3．1％  1，9％  0．1％  30．5％  33．1％  

無画奮等   1，401人  276人   406人   43人 126人   13人   10人 10d人   77人  48人   32人  0人  290人  554人  
100．0％  19．7％ 29．0％   3．1％   9．0％ 0．9％  0．7％   了．1％   5．5％  3．4％   2．3％  0．0％  20．7％  39．5％  



17 3ケ月以内の急性増悪（急性期病院への転院等）の有無   

3ケ月以内に急性増悪があった者の割合は、全体では8．6％、医療療養病床では9．8％、介護療養病床では6．6％で   
あった。  

合計   なし   あり   不明   無回答等   

全体   98，287人   86．298人   8，501人   2．818人   670人  

100．0％   87．8％   8．6％   2．9％   0．7％   

医療療養病床   63，108人   54，520人   6．193人   1，960人   435人  

100．0％   86．4％   9．8％   3．1％   0．7％   

介護療養病床   34，806人   31，510人   2，283人   842人   171人  

100．0％   90．5％   6．6％   2．4％   0．5％   

■－ 「一一千「－－∵∵空－・r一り▲」一「ナ・一 一－1  －√・・，．巳  一丁   ＝＿＿。 ＿＿ ＝＿ノr＋ユ十一一 ヽノ L 一 一  ．こ． －． 劇L【－丁一．．   





18それぞれの施設等の機能や、本人の医療や介護の必要性等を踏まえ、医療機関として対応が望ましい  
と考えられる施設等  

患者にとって望ましい  考えられたのは  が38．6％、介護療養病床が30．2％であった。医  
った。介護療養病床では介護療養病床が  医療療   
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合計   その他   無回答等   
一般病床  医療療養病 床  介護療養病 床  介護老人保 健施設  特別養護老 人ホーム  有料老人 ホーム  軽費老人 ホーム（ケ アハウス）  グループ ホーム  在宅  

全体   98，287人  2，937人  37，901人  29．697人  15，579人  19，772人  2，391人  1．996人  2．972人  9，362人  1，785人   795人  

100．0％   3．0％   38．6％   30．2％   15．9％   20．1％   2．4％   2．0％   3．0％   9．5％   1．8％   0．8％   

医療療養病床  63，108人  2，388人  32，886人  9，638人  10，020人  10，589人  1．564人  1．583人  1，960人  7，581人  17558人   549人  

100．0％   3．8％   52．1％   15．3％   15．9％   16．8％   2．5％   2、5％   3．1％   12．0％   2．5％   0．9％   

介護療養病床  34，806人   533人   4，901人  19，976人  5，502人  9，113人   811人   406人   999人   1，741人   219人   190人  

100．0％   1．5％   14．1％   57．4％   15．8％   26．2％   2．3％   1．2％   2．9％   5．0％   0．6％   0．5％  



18それぞれの施設等の機能  
ましいと考えられる施設等  

護の必要性等を踏まえ、医療機関として対応が望  

患者にとって望ましいと考えられたのは、全体では多い順に医療療養病床が38．6％、介護療養病床が30．2％であった。医療区分  
1では介護療養病床が30．8％、特別養護老人ホームが26．4％であった。医療区分2では医療療養病床が59．2％、介護療養病床  
が19．5％であった。医療区分3では医療療養病床が76．8％、介護療養病床が11．2％であった。  
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医療区分1  医療区分3  

（複数回答）  

対応が望ましいと考えられる施設  
一般病床 医療療養介護療養 介護老人 特別養護老 有料老人 軽費老人 グループ 在宅  その他  無回答  

合計  病床  保健施設 人ホーム  ホーム ホームけ ホーム  
アハウス）   

全体  98，287人  2，937人 37，901人 29，697人 15，579人 19，772人 2，391人 1．996人 2．972人 9，362人 1L785人  795人  

100．0％  3．0％  38．6％   30．2％   15．9％   20．1％   2．4サb   2，0やゎ   3．0％   9．5％   1．8％   0．8％  

医療区分1  

100．0％   1．5％   21．9％   30．8％   22．1％  26．4年ム  3．8％   3．5？も   4．6％144％  2－0％   0．7％  

tOO．0％  3．3？も   59．2粧   19．5％   12．9％  14．8％   1．8％  1，5年も   2．3％   8．5％  2．4％   0．8？も   

直面区分′5  670人   72人  訴人  58人  由4人 1裏人  的人   
100．0％  10．0％  76．8％   11．2％  5．5％   6．7％  0．7％   0．6％   0．6％   4．5％  1．2％   0．9％   

lt836人  知8人 2，550人10，411人 2．564人 4．321人  325人199人  488ん 824人 1j盲人   由夫  
100．0％   1．7％   14．3％≡  58．4％   14．4％   24．2％   1．8％  1．1％   2．了％ 4．6％ 0．6％   0．4％  

医療区分2  束奏施 無回答等   1、556人  2う人  199人㌻  707人  271人  418人   32人   拍人  3岳入∵lolん  け人て 

100．0％   t．5％   12．8％ 45．4％   17．4％、  26．9％   2．1％  1．29b   2．4％   6．5％   1．1％   9．1％  



18それぞれの施設等の機能や、本人の医療や介護の必要性等を踏まえ、医療機関として対応が望ま  
しいと考えられる施設等  医療区分別・医療療養病床  

患者にとって望ましいと考えられたのは、全体では多い順に医療療養病床が52．1％、特別養護老人ホームが16．8％であった。医療  
区分1では医療療養病床が29．1％、介護老人保健施設が23．7％であった。医療区分2では医療療養病床が62．1％、介護療養病床  
が15．3％であった。医療区分3では医療療養病床が79．0％、介護療養病床が8．6％であった。  
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